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近
年
の
災
害
の
状
況

　

近
年
、
想
定
を
超
え
る
災
害
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
１
月

１
日
に
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．６
、
最

大
震
度
７
の
巨
大
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

板
倉
町
で
最
も
大
き
な
被
害
が

懸
念
さ
れ
る
水
災
害
を
見
て
も
、

平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
で
は
広
島

県
や
岡
山
県
を
中
心
に
２
６
３
人

の
か
た
が
犠
牲
と
な
り
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
（
台
風
第
19
号
）

で
は
福
島
県
を
中
心
に
１
０
５
人

の
か
た
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
町
で
も
避
難
指
示
を

発
令
し
、
４
，０
０
０
人
を
超
え

る
か
た
が
町
内
の
避
難
所
に
避
難

し
ま
し
た
。

行
政
主
体
の
防
災
か
ら
住
民

主
体
の
防
災
へ

　

平
成
30
年
７
月
に
発
生
し
た
西

日
本
豪
雨
を
検
証
し
た
国
の
中
央

防
災
会
議
に
お
い
て
、
今
後
の
水

害
、
土
砂
災
害
か
ら
の
避
難
対
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体

の
防
災
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
は
「
自
ら
の
命
は

自
ら
が
守
る
」意
識
を
持
つ
こ
と
、

行
政
は
住
民
が
適
切
な
避
難
行
動

を
取
れ
る
よ
う
全
力
で
支
援
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
に
対
し
て

平
常
時
よ
り
災
害
リ
ス
ク
や
避
難

行
動
に
つ
い
て
把
握
し
、
災
害
時

に
は
自
ら
の
判
断
で
適
切
な
避
難

行
動
を
取
る
こ
と
や
、
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
（
自
主
防
災
組
織
）

の
も
と
、
避
難
計
画
の
作
成
や
避

難
訓
練
を
行
い
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

板
倉
町
の
水
災
害
対
策
は

　

板
倉
町
は
南
側
を
流
れ
る
利
根

川
、
北
側
を
流
れ
る
渡
良
瀬
川
の

合
流
地
点
近
く
に
位
置
し
、万
一
、

堤
防
が
破
堤
し
た
場
合
は
、
町
の

９
割
以
上
が
浸
水
区
域
と
な
る
こ

と
、
さ
ら
に
長
期
間
深
い
浸
水
が

継
続
す
る
こ
と
が
国
土
交
通
省
よ

り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
避

難
所
は
絶
対
的
に
不
足
す
る
こ
と

か
ら
町
外
の
安
全
な
地
域
の
親
戚

や
知
人
、
職
場
な
ど
へ
の
自
主
的

広
域
避
難
を
強
く
推
奨
す
る
と
と

も
に
、
町
内
の
避
難
所
に
避
難
せ

ざ
る
を
得
な
い
町
民
の
か
た
を
対

象
と
し
た
「
板
倉
町
洪
水
時
住
民

避
難
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
特
定
の
避
難
所

や
道
路
へ
の
集
中
・
混
雑
を
防
ぐ

た
め
、
行
政
区
ご
と
に
避
難
先
や

避
難
経
路
の
指
定
が
な
さ
れ
た
ほ

か
、
住
民
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
政
区
主
体
で
防
災
講
習
会

避
難
訓
練
を
実
施
中
で
す

　

計
画
に
基
づ
き
安
全
に
避
難
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
避
難
経

路
の
確
認
や
避
難
に
際
し
て
の
順

守
事
項
を
確
実
に
守
っ
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
避
難
行
動
を
と
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
５
月
か
ら
７
月

ま
で
に
行
政
区
が
主
体
と
な
っ
て

大規模大規模水災害水災害に備えてに備えて

行政主体行政主体の防災からの防災から

防
災
講
習
会
お
よ
び
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
行
政
区
の
実
施
日
程
を
確
認

し
、
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
者
等
避
難
」
発
令
で

全
員
避
難
を

　

板
倉
町
洪
水
時
住
民
避
難
計
画

で
は
、
車
に
よ
る
避
難
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。
車
で
の
避
難
に
お

い
て
は
道
路
渋
滞
や
道
路
冠
水
な

ど
の
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
避
難
行
動
を
開
始
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
町
が
避
難
情
報
の

レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等
避
難
」
を

発
令
し
ま
し
た
ら
必
ず
避
難
を
開

始
し
、レ
ベ
ル
４
の
「
避
難
指
示
」

発
令
ま
で
に
は
全
員
が
避
難
を
完

了
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
外
に
広
域
避
難
を
さ

れ
る
か
た
は
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
関
わ
ら
ず
、
早
め
に
避
難
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
的
広
域
避
難
の
検
討
を

　

町
内
の
避
難
所
は
孤
立
し
、
一

度
避
難
し
た
ら
避
難
所
か
ら
他
の

場
所
へ
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
電
気
も
水
道
も
使
え
な
い

過
酷
な
環
境
で
の
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

利根川中流４県境広域避難協議会
平成29年度に５市町をメンバーとして発足され、利根川氾濫時に「逃げ遅れゼロ」を実現するため、自治体間連携
を含む広域避難態勢の構築・運用のための検討を行っています。

　

町
の
避
難
所
へ
避
難
を
考
え
て

い
る
か
た
は
、
も
う
一
度
、
自
主

的
広
域
避
難
に
つ
い
て
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

平
常
時
の
備
え
が
大
切
で
す

　

大
規
模
災
害
時
に
被
災
地
ま
で

救
援
物
資
が
届
く
に
は
、
お
お
む

ね
３
日
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
備
蓄
で
き
る
量
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。
大
規
模
な
災
害

が
起
き
る
と
、
町
で
備
蓄
し
て
い

る
水
や
食
料
だ
け
で
は
足
り
ま
せ

ん
。車
を
使
っ
た
車
中
避
難
で
は
、

車
内
に
必
要
な
防
災
備
蓄
品
を
十

分
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
低
３
日
分
の
水
や
食
料
だ
け
で

な
く
、
少
し
で
も
快
適
な
車
中
避

難
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
備

え
を
各
家
庭
で
考
え
、
必
ず
避
難

時
は
車
中
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

安
全
安
心
係

82

－

６
１
２
３

令和５年７月９日避難訓練の様子（海老瀬地区緊急避難場所）令和５年７月９日避難訓練の様子（海老瀬地区緊急避難場所）

板倉町洪水時住
民避難計画はこ
ちらです。

国土交通省重ね
るハザードマッ
プはこちらです。
日本全国の防災
情報を確認でき
ます。

　

毎
年
の
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
災
害
が
各
地
で
起
き
、
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

板
倉
町
で
は
、
洪
水
時
に
お
け
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
避
難
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

住民主体住民主体の防災へ の防災へ 



（5） （4）Ｒ６．６．１

　

小こ

島じ
ま

重し
げ

雄お

さ
ん（
大
字
岩
田
）、

舘た
て

野の

佳よ
し

光み
つ

さ
ん（
大
字
海
老
瀬
）が
、

新
た
に
広
報
編
集
委
員
を
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
間
活
躍
さ
れ
た
間ま

明み
ょ
う

田だ

憲の
り

志ゆ
き

さ
ん（
大
字
籾
谷
）、
栗く

り

原は
ら

友と
も

孝た
か

さ
ん（
大
字
海
老
瀬
）
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
報
編
集
委
員
は
、
町
民
目
線

で
広
報
な
ど
に
意
見
を
い
た
だ
く

ほ
か
、フ
ェ
イ
ス（
人
物
紹
介
コ
ー

ナ
ー
）で
町
内
外
で
活
躍
す
る
か

た
を
紹
介
す
る
原
稿
の
執
筆
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

情
報
広
報
係

82

－

６
１
２
４

広
報
編
集
委
員

新
た
に
２
人
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

５
月
７
日
㈫
に
開
催
さ
れ
た
板

倉
町
体
育
協
会
総
会
で
、
石い

し

川か
わ

和か
ず

孝た
か

さ
ん
（
大
字
板
倉
）
が
新
た
に

板
倉
町
体
育
協
会
会
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
選
で
退
任
さ

れ
ま
し
た
前
会
長
小お

野の

田だ

元も
と

伸の
ぶ

さ

ん
（
大
字
飯
野
）
は
、
６
年
間
に

わ
た
り
板
倉
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

82

－

０
８
５
８

体
育
協
会
会
長

石
川
和
孝
さ
ん
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た

　

栗
原
町
長
が
、
令
和
５
年
12
月

28
日
に
邑
楽
郡
町
村
会
長
に
選
任

さ
れ
、
令
和
６
年
５
月
８
日
に
群

馬
県
町
村
会
副
会
長
（
第
１
順
位
）

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

役
職
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
で
、
10

以
上
の
充
て
職
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
ま
で
の
公
務
と
は
別

に
充
て
職
に
係
る
公
務
が
加
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
本
意
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
、
公
務
重
複
な
ど

に
よ
り
町
の
各
種
会
議
・
会
合
な

ど
を
欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー

ス
が
増
え
ま
す
こ
と
を
町
民
の
皆

さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
こ
と
が
理
由
で
お
ろ
そ
か
な

町
政
に
な
ら
な
い
よ
う
、
全
力
で

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

秘
書
人
事
係

82

－

６
１
２
１

群
馬
県
町
村
会

栗
原
町
長
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

【入札結果】予定価格が250万円(税込み)を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は、町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

執 行 日 件 名 場 所 予定価格（税抜）
設計金額（税抜）

最低制限価格
（税抜）

落札金額
（税抜） 落 札 率 落 札 者

５月１日㈬ 令和６年度　合の谷災害対策事業　排水ポンプ更新工事 海老瀬地先 593万円 415万円 580万円 97.8％ ㈱神寛

５月１日㈬ 令和６年度　邑楽東部第１排水機場 点検整備業務委託 邑楽東部第
１排水機場 495万円 なし 410万円 82.8％ ㈱スガテック関東

支店

石川和孝さん
小島重雄さん 舘野佳光さん

　

第
40
回
板
倉
ま
つ
り
を
、
８
月

３
日
㈯
に
板
倉
町
役
場
南
側
駐
車

場
に
て
開
催
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
板
倉
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
町
民
の

か
た
か
ら
の
協
賛
金
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

協
賛
内
容
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

板
倉
ま
つ
り
運
営
委
員

会
事
務
局
（
商
工
観
光
係
内
）

82

－

６
１
３
９

k-shoko@
tow
n.itakura.

gunm
a.jp

板
倉
ま
つ
り

板
倉
ま
つ
り
の
協
賛
金
に
ご
協
力
を

雑
草
の
処
分
方
法

　

雑
草
は
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

で
か
さ
が
減
り
、
重
量
も
軽
く

な
り
ま
す
。
ご
み
袋
を
減
ら
せ

る
と
と
も
に
、
減
量
す
る
こ
と

で
処
理
費
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

捨
て
ず
に
土
に
埋
め
る
の
も
環

境
に
優
し
い
処
分
方
法
で
す
。

燃
や
し
て
処
分
す
る
の
は
禁
止

　

ご
み
や
雑
草
を
燃
や
す
行
為

は
、
一
部
例
外
を
除
き
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
煙
や

に
お
い
で
、
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
火
災
に
な
る
恐
れ
も
あ
り

大
変
危
険
で
す
。

雑
草
を
生
え
に
く
く
す
る
工
夫

　
「
防
草
シ
ー
ト
」
を
敷
く
こ

と
が
効
果
的
で
す
。
防
草
シ
ー

ト
は
、
日
光
を
遮
断
し
て
雑
草

を
育
ち
に
く
く
す
る
も
の
で
す
。

防
草
シ
ー
ト
を
敷
い
た
上
に
砂

利
な
ど
を
敷
き
詰
め
れ
ば
、
見

た
目
に
も
美
し
い
庭
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
下
水
道
係

82
－

６
１
３
２

　

６
月
議
会
定
例
会
が
６
月
４
日

㈫
か
ら
７
日
㈮
ま
で
の
４
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の

定
例
会
で
は
、
報
告
３
件
、
承
認

４
件
、
条
例
の
一
部
改
正
議
案
３

件
、
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
１

件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
議
案

３
件
の
11
議
案
（
報
告
を
除
く
）

が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

議
会
初
日
に
は
、
各
議
案
の
審

議
決
定
を
行
い
、
令
和
６
年
度
補

正
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会
へ
付
託
し
、
細
部
に

わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
し
ま
す
。

ま
た
、各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

町
が
今
後
取
り
組
む
事
務
事
業
等

に
つ
い
て
、
所
管
事
務
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

２
日
目
に
は
、
事
前
に
通
告
の

あ
っ
た
議
員
５
人
が
登
壇
し
、
一

問
一
答
方
式
で
一
般
質
問
を
行
い

ま
す
。
そ
の
後
、
令
和
６
年
度
補

正
予
算
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
ま

す
。

◆
一
般
質
問
通
告
者
、
質
問
事
項

期
日　

６
月
５
日
㈬

森
田
義
昭
議
員（
９
時
〜
）

①
町
長
の
進
退
に
つ
い
て

②
職
場
環
境
に
適
応
し
た
軽
装
に

つ
い
て

③
保
育
園
に
つ
い
て

須
藤
稔
議
員（
10
時
15
分
〜
）

①
総
合
計
画
の
健
康
の
増
進
に
つ

い
て

②
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

③
新
規
工
業
用
地
に
つ
い
て

尾
澤
将
樹
議
員（
11
時
15
分
〜
）

①
認
知
症
で
歩
き
回
る
心
配
の
あ

る
方
の
ご
家
族
に
つ
い
て

藪
之
本
佳
奈
子
議
員
（
13
時
〜
）

①
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ

い
て

②
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
提
供
事
業
に
つ
い
て

青
木
文
雄
議
員
（
14
時

15
分
〜
）

①
人
口
戦
略
会
議
が
発

表
し
た
消
滅
す
る
可
能

性
が
あ
る
自
治
体
に
板

倉
町
が
該
当
し
た
こ
と
に

つ
い
て

②
ア
ニ
メ
、
映
画
、
ド

ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
撮

影
の
誘
致
に
つ
い
て

◆
議
会
傍
聴

　

本
会
議
お
よ
び
委
員
会
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
入
り
口

で
受
付
票
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
議
会
動
画
配
信

　

板
倉
町
議
会
で
は
、
録
画
動
画

配
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

視
聴
の
方
法
は
、
板
倉
町
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ（「
板
倉

町
議
会
」
と
検
索
）
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
６
月
議
会

は
、
令
和
６
年
７
月
中
に
配
信
予

定
で
す
。

問
合
せ　

庶
務
議
事
係

82

－

６
１
５
４

６
月
議
会
定
例
会
を
開
催

一
般
質
問
に
５
人
の
議
員
が
登
壇

日次 期日 会議名 開議時刻 事項

初日 ６月４日（火）

本会議 午前９時 議案審議

委員会 本議会
終了後

予算決算常任委員会
（補正予算審査）

委員会 午後１時
30分

総務文教福祉常任委員会
（所管事務調査）

産業建設生活常任委員会
（所管事務調査）

２日目 ６月５日（水） 本会議 午前９時 一般質問（５人）
補正予算採決

３日目 ６月６日（木） 休会

最終日 ６月７日（金） 本会議 午前９時 議案審議
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録
音
機
能
付
き
電
話
で

　

特
殊
詐
欺
を
撃
退

　

自
動
応
答
や
通
話
自
動
録
音

機
能
を
備
え
た
電
話
機
や
、
電

話
線
と
電
話
機
の
間
に
接
続
し

て
録
音
機
能
を
有
す
る
機
器
の

購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象　

世
帯
全
員
が
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
く
、
町
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
実
際
に
居
住
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
か
た

※
一
世
帯
に
つ
き
１
台
限
り

補
助
金
額

　

購
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内
、

た
だ
し
上
限
金
額
６
，０
０
０
円

で
千
円
未
満
切
り
捨
て

申
請
方
法

　

購
入
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
左
記
の
も
の
を
そ
ろ
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書

○
領
収
書

○
機
能
が
確
認
で
き
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ま
た
は
取
扱
説
明
書

※
申
請
書
は
、
安
全
安
心
係
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

安
全
安
心
係　

82

－

６
１
２
３

　

群
馬
県
企
業
局
が
分
譲
す
る
板

倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
随
時
分

譲
宅
地
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
住
宅
の
購
入
を
検
討

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宅
地
分
譲
の
概
要

所
在
地　

板
倉
町
朝
日
野
・
泉
野

面
積　

２
０
０
㎡
（
約
60
坪
）
〜

４
５
６
㎡
（
約
１
３
８
坪
）

分
譲
価
格　

５
９
３
万
円
〜

申
込
場
所　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

販
売
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
板
倉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販

売
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０

－

70

－

４
０
５
１

○
群
馬
県
企
業
局
団
地
課

０
２
７

－

２
２
６

－

３
９
５
５

　

町
で
は
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

分
譲
宅
地
の
購
入
希
望
者
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
か
た
に
、
謝
礼

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
謝
礼
金
額

▼
板
倉
町
に
居
住
す
る
紹
介
者

（
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
居
住
者
を

除
く
）　

10
万
円

▼
板
倉
町
外
に
居
住
す
る
紹
介
者

　

５
万
円

※
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
居
住
者
の

場
合
は
、
群
馬
県
企
業
局
か
ら
謝

礼
金
10
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
地　

群
馬
県
企
業
局
が
直
接

販
売
し
て
い
る
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

分
譲
地
（
建
売
分
譲
地
は
対
象
外
）

紹
介
の
成
立
要
件

○
売
買
契
約
の
締
結

○
土
地
代
金
の
納
入

○
土
地
の
引
渡
し

受
付
場
所　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

販
売
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

誘
致
推
進
係

70

－

４
０
４
０

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
個
人
紹
介
制
度

分
譲
宅
地
の
購
入
希
望
者
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
宅
地
分
譲

ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い

ニュータウン
ホームページ
はこちら

個人住民税所得割の定額減税について
　わが国経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、令和６年度税制改正において、令和６年分
の所得税および令和６年度分の個人住民税所得割において定額減税が実施されることとなりました。
　個人住民税所得割の定額減税の概要は以下のとおりです。

減税額 本人、配偶者を含む扶養親族（国内居住者に限る）１人につき１万円

対象者 令和５年中の合計所得金額が１，８０５万円以下の個人住民税所得割の納税義務者

その他
○　所得税についても、本人、配偶者を含む扶養親族（国内居住者に限る）１人につき３万円の定額減税が実
　施されます。
　　詳しくは、国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」をご参照ください。
　　（https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm）
○　減税しきれないと見込まれるかたには、別途給付金（調整給付）が支給されます。該当するかたには、次
　のとおり町から通知します。なお、個人住民税所得割と所得税の両方が課税されず、減税の対象とならない
　かたは、この給付金は支給されません。
　　・町が、既にマイナンバーにひも付く公金受取口座情報を取得できたかたには、６月中旬以降にハガキで
　　　通知する予定です（申請不要）。
　　・それ以外の該当者には、申請に必要な書類を６月下旬以降に封書で送付する予定です。
　　　詳しくは、内閣官房ホームページ「新たな経済に向けた給付金・定額減税一体措置」をご参照ください。
　　　（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/benefi t2023/index.html）

　

町
で
は
、
環
境
省
・
経
済
産
業

省
か
ら
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
認
定
を
受
け
た
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
と
協
定
を
締

結
し
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ

ソ
コ
ン
・
小
型
家
電
の
宅
配
便
を

活
用
し
た
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
を
始

め
ま
す
。
古
く
て
も
、
故
障
し
て

い
て
も
「
ど
ん
な
パ
ソ
コ
ン
」
で

も
回
収
で
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
と
一
緒
に
プ
リ
ン
タ
な
ど
の

周
辺
機
器
や
そ
の
他
の
小
型
家
電

も
回
収
で
き
ま
す
。

利
用
方
法

①
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
㈱
へ
申
込

み
（
二
次
元
コ
ー
ド
ま

た
は
電
話
）。

②
不
用
な
パ
ソ
コ
ン
を

ダ
ン
ボ
ー
ル
（
３
辺
の

合
計
が
１
４
０
㎝
以
内
、

重
さ
20
㎏
以
内
）
に
詰

め
る
。

③
宅
配
業
者
（
佐
川
急

便
）
が
希
望
日
時
に
回

収
し
ま
す
。

料
金　

パ
ソ
コ
ン
を
含

む
１
箱
分
の
回
収
料

金
・
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

が
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
パ
ソ
コ

ン
を
含
ま
な
い
場
合
は
、
１
箱
当

た
り
１
，７
６
０
円
（
税
込
）
で

す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

リ
ネ
ッ
ト

ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱

０
５
７
０

－

０
８
５

－

８
０
０

（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

パ
ソ
コ
ン
・
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

い
つ
で
も
不
用
品
を
宅
配
便
で
回
収
で
き
ま
す

徴収方法（令和６年度分）

問合せ　住民税係　 ８２－６１２７

① 給与所得に係る特別徴収（給与所得者）

　令和６年６月分は徴収されず、定
額減税「後」の税額が令和６年７月
分から令和７年５月分までの11か月
でならされます。

② 普通徴収（事業所得者など）

　定額減税「前」の税額をもとに算
出された第１期分（令和６年６月分）
の税額から控除され、控除しきれな
い場合は、第２期分（令和６年８月分）
以降の税額から、順次控除されます。

③ 公的年金などの所得に係る特別徴収
　（年金所得者）
　定額減税「前」の税額をもとに算
出された令和６年10月分の特別徴収
税額から控除され、控除しきれない
場合は、令和６年12月分以降の特別
徴収税額から、順次控除されます。

申込みはこちら
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【広告】【広告】【広告】

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わ
ります。切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに
従って用件をお伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口）は、館林支所に統合されました。

　

65
歳
以
上
の
か
た
は
、
年
に
一

回
、
結
核
健
康
診
断
（
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
診
）を
受
け
る
こ
と
が
、

感
染
症
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
結
核
健
康
診
断
は
、

無
料
で
す
。
病
院
な
ど
で
健
診
を

受
け
る
機
会
の
な
い
か
た
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

日
程
は
、
先
に
配
布
し
た
「
令

和
６
年
度
健
診
の
ご
案
内
（
ピ
ン

ク
の
封
筒
裏
面
）」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、７
月
９
日
㈫
は
、

リ
フ
ト
付
き
検
診
車
で
実
施
し
ま

す
。
検
診
車
の
階
段
の
昇
降
が
困

難
な
か
た
は
、
リ
フ
ト
を
使
用
し

て
検
診
車
に
ご
案
内
で
き
ま
す
。

会
場
で
お
手
伝
い
が
必
要
な
か
た

は
、
当
日
、
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ

健
康
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

82

－

３
７
５
７

　

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
と
胃
が
ん
検

診
の
個
別
検
診
を
、
指
定
医
療
機

関
で
実
施
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
集

団
検
診
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診

期
間　
６
月
10
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈯

対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

指
定
医
療
機
関

【
館
林
市
】
公
立
館
林
厚
生
病
院
、

土
井
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
真

中
医
院
、
ま
り
レ
デ
ィ
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク

【
千
代
田
町
】
小
西
医
院

【
邑
楽
町
】
井
上
医
院

申
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
胃
が
ん
検
診
（
内
視
鏡
）

期
間　

６
月
10
日
㈪
〜
令
和
７
年

１
月
31
日
㈮

対
象
者　

昨
年
度
町
の
胃
内
視
鏡

検
診
を
受
け
て
い
な
い
50
歳
以
上

の
か
た
（
抗
血
栓
薬
を
服
用
し
て

い
る
か
た
、
血
圧
が
極
め
て
高
い

か
た
は
対
象
外
で
す
）

指
定
医
療
機
関

【
館
林
市
】
公
立
館
林
厚
生
病
院
、

新
橋
病
院
、
高
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

館
林
記
念
病
院
、
は
ま
だ
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
最
上
胃
腸
科
外
科

【
明
和
町
】
明
和
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院

【
邑
楽
町
】
藤
原
医
院

【
大
泉
町
】
た
な
か
医
院
、
蜂
谷

病
院
、
ま
し
も
内
科
・
胃
腸
科

申
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
来
所

の
み（
申
込
時
に
問
診
を
し
ま
す
）

問
合
せ

健
康
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

82

－

３
７
５
７

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を

使
っ
て
、
認
知
症
予
防
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
を
使
う
の
が
初
め
て
の
か
た

で
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
み
ん
な

で
脳
を
一
緒
に
若
返
ら
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
27
日
㈭
、７
月
４
日
㈭
、

11
日
㈭
、
18
日
㈭
、
25
日
㈭
（
全

５
回
）　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
第
１
会

議
室

内
容　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
用
し
た
認

知
症
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
師　

㈱
ジ
ー
シ
ー
シ
ー
ス
タ
ッ
フ

募
集
人
数　

20
人

受
付
開
始　

６
月
13
日
㈭　

午
前

８
時
30
分

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
当
日
２
人
で

１
台
の
貸
し
出
し
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

介
護
予
防
に
必
要
な
基
礎
知
識

や
運
動
の
実
践
方
法
な
ど
を
学
び

ま
す
。
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
学
ん

で
み
た
い
か
た
、
地
域
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
か

た
な
ど
に
お
す
す
め
で
す
。

初
級
講
座　

７
月
３
日
㈬　

午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

中
級
講
座　

７
月
10
日
㈬
、
17
日

㈬
、
24
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
所　

館
林
市
郷
谷
公
民
館
（
館

林
市
当
郷
町
２
１
８
）

【
講
話
】
フ
レ
イ
ル
予
防
、転
倒
・

骨
折
予
防
、
認
知
症
予
防
、
食
事
、

口
腔
ケ
ア
な
ど

【
実
技
】
筋
ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

簡
単
な
体
操
な
ど

※
内
容
は
、
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

講
師　

慶
友
整
形
外
科
病
院
（
館

林
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広

健　
　

康

健　
　

康

域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

募
集
人
数　

20
人
程
度

※
館
林
市
と
の
共
催
事
業
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

６
月
23
日
㈰
か
ら
29
日
㈯
ま
で

の
１
週
間
は
、
男
女
共
同
参
画
週

間
で
す
。
平
成
11
年
６
月
23
日
に

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
公

布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

国
で
は
毎
年
こ
の
１
週
間
を
男
女

共
同
参
画
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男

女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活

動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、

も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利

益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」

で
す
。（
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
第
２
条
）

　

令
和
６
年
度
の
男
女
共
同
参
画

週
間
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
だ

れ
も
が
ど
れ
も
選
べ
る
社
会
に 

」

で
す
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一

人
の
人
間
と
し
て
相
手
を
尊
重
し
、

多
様
性
を
認
め
る
こ
と
が
、
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
の
第
一
歩
で

す
。
男
女
共
同
参
画
週
間
を
き
っ

か
け
に
「
自
分
ら
し
さ
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

　

友
達
と
う
ま
く
付
き
合
え
な
い
、

気
に
な
る
癖
が
あ
る
、
育
て
に
く

い
と
感
じ
る
な
ど
、
子
育
て
に
関

す
る
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

児
童
心
理
の
専
門
家
が
お
子
さ

ん
の
発
達
の
様
子
や
特
徴
な
ど
を

把
握
し
、
助
言
を
行
い
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
医
師
の
診
察
も
行

い
ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈭

※
予
約
制
で
、
時
間
は
決
ま
り
次

第
ご
連
絡
し
ま
す
。

場
所　

板
倉
町
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

６
月
28
日
㈮

定
員　

５
人
（
定
員
に
達
し
た
場

合
は
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

　

野
菜
栽
培
で
問
題
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
病
を
媒
介
す
る
小
さ
な
害
虫

「
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
」「
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
」「
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
」
の
被
害

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
害
虫
は
、
野
菜
の
ほ
か
に
も

雑
草
や
花
木
な
ど
を
エ
サ
と
し
て
、

４
〜
10
月
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
害
虫
防
除

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、農
薬
を
散
布
す
る
時
は
、

周
囲
に
飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
し

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
飛
散
し

た
農
薬
が
周
囲
の
作
物
に
か
か
る

と
、
残
留
農
薬
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
食
の
安

結
核
健
康
診
断
（
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
診
）
の
お
知
ら
せ

全
・
安
心
の
た
め
に
も
、
農
薬
は

適
切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
対
策

○
害
虫
は
周
辺
雑
草
を
す
み
か
に

し
ま
す
。
大
発
生
し
な
い
よ
う
に

除
草
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

○
栽
培
が
終
了
し
た
作
物
は
速
や

か
に
根
ご
と
抜
き
取
り
、
枯
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

○
ウ
イ
ル
ス
病
に
か
か
っ
た
キ
ュ

ウ
リ
・
ト
マ
ト
な
ど
は
速
や
か
に

抜
き
取
り
、
土
中
に
埋
め
る
か
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
密
閉
し
完
全
に

枯
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
野
外
に
放

置
す
る
と
感
染
源
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

農
薬
使
用
時
の
注
意
点

○
周
囲
の
農
作
物
に
農
薬
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
散
布
す

る
（
風
の
強
い
日
は
散
布
し
な

い
）。

○
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
ラ
ベ

ル
を
よ
く
読
み
、
使
用
基
準
を

守
っ
て
使
用
す
る
。

○
農
薬
を
使
用
し
た
器
具
は
よ
く

水
洗
い
す
る
。

○
使
用
日
時
、
場
所
、
作
物
名
、

使
用
量
を
必
ず
記
録
す
る
。

○
農
薬
は
、
鍵
の
か
か
る
保
管
庫

で
保
管
す
る
。

問
合
せ　

館
林
地
区
農
業
指
導
セ

ン
タ
ー

74

－

２
２
５
７

個
別
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
脳
若
教
室

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修

く　

ら　

し

く　

ら　

し

男
女
共
同
参
画
週
間

東
部
児
童
相
談
所

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
と

農
薬
飛
散
防
止
に
ご
協
力
を
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き
野
菜
の
育
て
方

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

７
月
16
日
㈫　

午
前

８
時
30
分

費
用　

無
料

※
お
う
ら
の
森
で
は
、
毎
週
木
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
「
緑
の
相
談
室
」

を
開
設
し
て
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
電

話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
講
座
は
「
群
馬
県
民

カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
」
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

お
う
ら
の
森

88

－

７
１
８
８

　

税
務
署
や
国
税
局
お
い
て
「
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
働

く
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格　

①
令
和
６
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

お
よ
び
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒

業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

申
込
方
法
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
。

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

受
付
期
間　

６
月
14
日
㈮　

午
前

９
時
〜
26
日
㈬
（
受
信
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
希
望
す
る
第
１

次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局　

試
験
日

第
一
次
試
験　

９
月
１
日
㈰

第
二
次
試
験　

10
月
９
日
㈬
か
ら

18
日
㈮
ま
で
の
間
の
第
１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

問
合
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

03

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１

内
線
２
３
３
３

○
右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係０

４
８

－

６
０
０

－

３
１
１
１

内
線
２
０
９
７

　

群
馬
東
部
水
道
企
業
団
（
地
方

公
務
員
）
は
、
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
職
種　

土
木
職
ま
た
は
設
備

職
（
機
械
・
電
気
）

募
集
人
数　

若
干
名

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
大
学
・
大
学
院
を

卒
業
し
た
か
た
（
卒
業
見
込
み
含

む
）

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈪
〜
８
月

19
日
㈪

第
一
次
試
験　

９
月
１
日
㈰

採
用
日　

令
和
７
年
４
月
１
日
㈫

申
込
み　

群
馬
東
部
水
道
企
業
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

群
馬
東
部
水
道
企
業
団

45

－

２
７
３
４

　

ご
家
族
な
ど
の
大
切
な
人
を
自

死
で
亡
く
し
た
と
き
、
ご
遺
族
な

ど
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

悲
し
み
、
不
安
、
怒
り
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
感
情
を
抱
く
の
は
自
然

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
複

雑
な
感
情
を
周
囲
に
話
す
こ
と
は

難
し
く
、
ひ
と
り
で
抱
え
る
か
た

も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
群

馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
遺
族
な
ど
が
安
心
し
て
思

い
を
語
れ
る
自
死
遺
族
相
談
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
精
神
科
医
師
・

保
健
師
が
お
話
を
う
か
が
い
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

対
象
者　

家
族
な
ど
を
自
死
で
亡

く
さ
れ
た
か
た

日
時　

原
則
、
毎
月
第
２
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
（
予
約
制
）

場
所　

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

申
込
み　

事
前
に
電
話
予
約

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

０
２
７

－

２
６
３

－

１
１
５
６

　

一
般
寄
附

▼
株
式
会
社
旭
光　

様

　

金
５
０
０
，
０
０
０
円

　

指
定
寄
附

▼
宮
田
昇
一　

様

　

金
１
０
０
，０
０
０
円

　

旧
南
小
学
校
維
持
管
理
費
と
し
て

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
が
必
要

な
事
業
所
に
対
し
て
、
申
告
手
続

き
期
間
に
間
に
合
う
よ
う
厚
生
労

働
省
か
ら
申
告
関
係
書
類
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
書
類
が
届
き
ま
し
た

ら
手
続
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

く　

ら　

し

く　

ら　

し

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内

令
和
６
年
度

税
務
職
員
採
用
試
験

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
政
府
が
労

働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額
を

決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金
（
労
働

保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
10
％
）

を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

申
告
・
納
付
期
限　

７
月
10
日
㈬

問
合
せ　

群
馬
労
働
局
総
務
部
労

働
保
険
徴
収
室

０
２
７

－

８
９
６

－

４
７
３
４

日
時　

７
月
28
日
㈰　

午
前
10
時

場
所　

お
う
ら
の
森
（
邑
楽
町
中

野
３
９
２
４

－

１
）

テ
ー
マ　

親
子
で
楽
し
む
森
の
工

東
部
水
道
企
業
団

職
員
採
用
試
験

作
教
室

募
集
人
数　

20
人
（
小
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
）

※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

受
付
開
始　

７
月
16
日
㈫　

午
前

８
時
30
分

費
用　

無
料

問
合
せ　

お
う
ら
の
森

88

－

７
１
８
８

日
時　

８
月
１
日
㈭　

午
前
10
時

場
所　

お
う
ら
の
森
（
邑
楽
町
中

野
３
９
２
４

－

１
）

テ
ー
マ　

上
手
に
作
り
た
い
秋
ま

寄
附
受
納

申込みはこちら

申込みはこちら

第
３
回
森
林
楽
習
講
座

第
８
回
緑
化
講
座

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

野
木
町
煉
瓦
窯
で
明
治
の
薫
り
を

　

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
に
よ
る
解

説
付
き
の
見
学
ツ
ア
ー
（
１
日
６
回
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
野
木

ホ
フ
マ
ン
館
の
開
館
日
の
み
）

費
用　

高
校
生
以
上
１
人
１
０
０
円

（
15
人
以
上
の
団
体
の
場
合
１
人
80
円
）、

中
学
生
以
下
無
料

　

詳
細
は
野
木
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館

０
２
８
０

－

33

－

６
６
６
７

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

没
後
50
年　

山
本
有
三
宛

　

書
簡
か
ら
見
る
交
友

　

令
和
６
年
は
、
栃
木
市
ゆ
か
り
の
作

家
山
本
有
三
の
没
後
50
年
に
あ
た
り
ま

す
。
戯
曲
作
家
、
小
説
家
、
教
育
家
、

政
治
家
と
多
方
面
で
活
躍
し
た
有
三
の

交
友
に
つ
い
て
、
当
館
所
蔵
の
山
本
有

三
宛
書
簡
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

９
月
29
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　

栃
木
市
立
文
学
館

観
覧
料　

一
般
３
３
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

問
合
せ　

栃
木
市
立
文
学
館

０
２
８
２

－

25

－

５
４
０
０

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

小
山
の
花
火　
有
料
観
覧
席
の
販
売

　

専
用
の
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
等
か
ら
購

入
で
き
ま
す
。
詳
細
は
小
山
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

販
売
期
間　
６
月

中
旬
〜
７
月
28

日
㈰
※
花
火
大

会
当
日

問
合
せ　

小
山
市
観
光
協
会

０
２
８
５

－

30

－

４
７
７
２

　

小
山
市
商
業
観
光
課

０
２
８
５

－

22

－

９
２
７
３

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

浮
野
の
里
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

　

例
年
６
月
中
旬
ご
ろ
ま

で
、浮
野
の
里
の
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
が
見
頃
で
す
。全
国
水

の
郷
百
選
、緑
の

ト
ラ
ス
ト
保
全
地

の
豊
か
な
自
然
に

包
ま
れ
て
、色
鮮

や
か
に
咲
く
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
加
須
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

加
須
市
環
境
政
策
課

０
４
８
０

－

62

－

１
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

Ｃ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ　
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が

　

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

北
関
東
最
大
級
の
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
＆
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
で
す
。

子
ど
も
を
見
守
り

な
が
ら
仕
事
が
で

き
る
女
性
専
用
の

ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
、

安
心
し
て
働
け
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

場
所　

古
河
市
本
町
４

－

２

－

27

問
合
せ　

Ｃ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ　
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

０
２
８
０

－

33

－

１
１
１
１

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，５７２人（－29）
　 うち外国人 ６１０人（＋11）
　　男 ６，８３２人（－13）
　　女 ６，７４０人（－16）
世帯数 ５，９３３戸（＋４）
（　）内は前月比　令和６年５月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
４月１日～４月30日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比
　人身事故 ３件（６件）　　０
　物件事故 18件（68件）　＋17
　侵入窃盗 ０件（８件）　＋４
　乗物盗難 ０件（２件）　－３
　詐　　欺 ０件（０件）　－２
　住居侵入 ０件（０件）　－１
　その他の事件 ０件（11件）　－16
　（　 ）内は令和６年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です

町県民税（１期）

問合せ　収税係
８２－６１２９

○ 納付書のかたはコンビニ、auPAY、d払い、
LINEPay、PayPayでも納められます

　

６
月
１
日
か
ら
「
ぐ
ん
ま
大
雨

時
デ
ジ
タ
ル
避
難
訓
練
２
０
２
４
」

を
実
施
し
ま
す
。
大
雨
時
の
避
難

方
法
に
つ
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
一
連
の
流
れ
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

※
県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

「
群
馬
県
デ
ジ
タ
ル
窓
口
」
の
友

だ
ち
登
録
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

県
庁
砂
防
課

０
２
７

－

２
２
６

－

３
６
３
３

ぐ
ん
ま
大
雨
時
デ
ジ
タ
ル

避
難
訓
練
２
０
２
４ホームページ

はこちら

労
働
保
険

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

株式会社旭光　様



各教室へ参加を希望されるかたは、各施設まで電話でお申し込みください。
各教室とも受付は先着順で、定員になり次第締切りとなります。

（13） （12）Ｒ６．６．１

◆受付開始時間　午前８時30分

▼
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

期
日　

６
月
15
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読

み
聞
か
せ
を
行
い
、
手
軽
で
楽
し

い
工
作
を
作
り
ま
す
。

対
象　

幼
児
・
低
学
年
の
親
子

受
付
時
間　

６
月
11
日
㈫
〜
14
日
㈮

期
日　

７
月
18
日
㈭
・
30
日
㈫

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

初
心
者
の
か
た
を
対
象
に

パ
ン
作
り
を
学
び
ま
す
。

対
象　

成
人
８
人
（
町
内
在
住
者
）

参
加
費　

各
回
１
，０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

６
月
11
日
㈫
〜
25
日
㈫

期
日　

７
月
７
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

七た
な

夕ば
た

タ

コ
ラ
イ
ス
を
作

り
ま
す
。

対
象　

親
子
６

組
（
幼
児
か
ら

小
学
校
低
学
年

ま
で
の
町
内
在

住
者
）

参
加
費　

７
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

受
付
期
間　

６
月
12
日
㈬
〜
26
日
㈬

期
日　

６
月
26
日
㈬
・
８
月
28
日

㈬
・
10
月
23
日
㈬
・
12
月
25
日

㈬
・
令
和
７
年
２
月
26
日
㈬

（
全
５
回
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
リ

ズ
ム
遊
び
、
季
節
の
工
作

対
象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
親

子
７
組

参
加
費　

無
料

持
参
品　

飲
み
物
・
タ
オ
ル

受
付
期
間　

６
月
11
日
㈫
か
ら
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

期
日　

７
月
３
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

内
容　

絵
手
紙
で
暑
中
見
舞
い
を

描
き
ま
す
。

対
象　

成
人
８
人

参
加
費　

３
０
０
円

持
参
品　

な
し

受
付
期
間　

６
月
11
日
㈫
〜
21
日
㈮

期
日　

７
月
19
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

初
め
て
の
か
た
で
も
参
加

で
き
る
太
極
拳
一
日
体
験
教
室

対
象　

成
人
12
人

参
加
費　

無
料

持
参
品　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
運

動
靴
（
上
履
き
）

受
付
期
間　

６
月
12
日
㈬
〜
22
日
㈯

期
日　

７
月
25
日
㈭
・
９
月
26
日

㈭
・
11
月
28
日
㈭
・
令
和
７
年
１

月
23
日
㈭
（
全
４
回
）

時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

幅
広
い
年
齢
の
お
友
達
と

音
楽
で
楽
し
く
身
体
を
動
か
す
。

対
象　

０
歳
か
ら
年
長
ま
で
の
親

子
７
組

参
加
費　

無
料

持
参
品　

飲
み
物

受
付
期
間　

６
月
13
日
㈭
〜
23
日
㈰

期
日　

６
月
20
日
㈭
・
27
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

日
本
の
伝
統
文
化
の
一
つ

で
あ
る
つ
ま
み
細
工
で
七
夕
の
織

り
姫
と
ひ
こ
星
を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

２
，０
０
０
円

持
参
品　

ぬ
れ
タ
オ
ル

受
付
期
間　

６
月
11
日
㈫
〜
16
日
㈰

期
日　

６
月
26
日
㈬
・
７
月
17
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

地
場
産
の
季
節
の
食
材
を

使
い
、
ほ
っ
こ
り
で
き
る
家
庭
料

理
を
作
り
ま
す
。　

対
象　

成
人
12
人

参
加
費　

各
回
１
，０
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

６
月
12
日
㈬
〜
22
日
㈯

期
日　

７
月
19
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

夏
の
食
材
を
使
っ
た
身
近

な
ぎ
ょ
う
ざ
を
作
り
な
が
ら
食
材

の
効
能
、
薬
膳
に
つ
い
て
を
学
び

ま
す
。

対
象　

成
人
12
人

参
加
費　

７
０
０
円

持
参
品　

筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん

受
付
期
間　

６
月
13
日
㈭
〜
23
日
㈰

期
間　

６
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

板
倉
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

６
月
13
日
㈭
〜
23
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展　

ふ
れ
あ
い
陶
芸
ク
ラ
ブ
・

オ
リ
エ
ン
ト
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

内
容　

会
員
の
皆
さ
ん
が
制
作
し

た
陶
芸
と
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

期
間　

７
月
11
日
㈭
〜
21
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展　

あ
わ
じ
麗
水
会

内
容　

繊
細
で
美
し
い
創
作
水
引

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

期
間　

６
月
14
日
㈮
〜
27
日
㈭

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

土
日　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

小
学
校
・
中
学
校
・
特
別

支
援
学
級
・
高
等
学
校
の
使
用

（
い
ず
れ
も
令
和
７
年
度
使
用
）

教
科
書
の
展
示

※
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

場
所　

館
林
市
教
育
研
究
所
教
科

書
セ
ン
タ
ー（
市
民
セ
ン
タ
ー
４
階
）

72

－

０
５
４
２

問
合
せ　

総
務
学
校
係

82

－

６
１
５
３

受
講
生
募
集

イ
ベ
ン
ト

東
部
公
民
館

初
心
者
向
け
の
手
作
り
パ
ン
教
室

南
部
公
民
館

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

中
央
公
民
館

絵
本
読
み
聞
か
せ

北
部
公
民
館

夏
の
薬
膳
ぎ
ょ
う
ざ
作
り
教
室

中
央
公
民
館

板
倉
保
育
園
児
作
品
展

お
し
ら
せ

わ
た
ら
せ
自
然
館

陶
芸
＆
写
真
展

④
一
次
試
験
又
は
二
次
試
験
個

人
成
績
表
の
写
し

※
２
回
目
の
申
請
を
す
る
場
合

は
、
１
回
目
に
申
請
し
た
級
の

合
格
証
明
書
の
写
し
も
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

英
語
検
定
を
受
験

し
た
年
度
の
「
３
月
末
日
」。

た
だ
し
、
当
該
年
度
の
１
月
１

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
受
験

さ
れ
た
か
た
は
、
翌
年
度
６
月

末
日
ま
で
申
請
が
可
能
で
す
。

※
町
内
小
中
学
校
で
団
体
受
験

を
す
る
か
た
は
、
提
出
方
法
が

異
な
る
た
め
、
学
校
か
ら
お
知

ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

総
務
学
校
係

 

82

－

６
１
５
３

お
知
ら
せ

学
校
で
使
わ
れ
る
教
科
書
の
展
示
会

東
部
公
民
館

親
子
料
理
教
室

南
部
公
民
館

子
ど
も
広
場

南
部
公
民
館

絵
手
紙
教
室

南
部
公
民
館

初
め
て
の
太
極
拳
教
室

北
部
公
民
館

つ
ま
み
細
工
（
七
夕
）
教
室

ご
利
用
く
だ
さ
い

英
語
検
定
助
成

　

町
で
は
、
公
益
財
団
法
人
日

本
英
語
検
定
協
会
が
実
施
す
る

実
用
英
語
技
能
検
定
（
従
来
型
、

Ｓ

－

Ｃ
Ｂ
Ｔ
、
Ｓ

－

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
）
の
検
定
料
を
半

額
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
す

る
高
校
生
以
下
の
か
た

申
請
要
件　

英
語
検
定
３
級
以

上
を
受
験
し
た
か
た

助
成
回
数　

原
則
１
年
度
１
回

で
す
。
た
だ
し
、
３
級
以
上
に

合
格
し
、
同
一
年
度
内
に
さ
ら

に
上
位
の
級
を
受
験
す
る
場
合

は
１
回
を
限
度
に
助
成
し
ま

す
。（
最
高
２
回
ま
で
助
成
）

助
成
金
額　

検
定
料
の
半
額

申
請
方
法　

次
の
書
類
を
総
務

学
校
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

②
振
込
先
の
口
座
番
号
が
確
認

で
き
る
書
類
（
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

③
検
定
料
の
支
払
い
を
証
す
る

書
類
の
写
し

北
部
公
民
館

し
あ
わ
せ
ご
は
ん
作
り
教
室

わ
た
ら
せ
自
然
館

水
引
作
品
展
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トピックス
TOPICS

限ふれあいトライアスロン大会ふれあいトライアスロン大会

界に挑戦
　５月19日（日）、渡良瀬遊水地で、第31回遊水地ふれあい
トライアスロン群馬大会、第15回日本学生スプリングトラ
イアスロン選手権渡良瀬大会および全日本大学トライアス
ロン選抜大会が開催されました。
　大学生からシニア世代まで、全国から多くの選手が渡良
瀬遊水地に集結し、スイム、バイク、ランの３種目に全力
を尽くしました。

地いたくらクリーンウオークいたくらクリーンウオーク

域をきれいに
　５月21日（火）、介護予防サポーターによるいたくらクリー
ンウオークが実施されました。北部公民館に集合した介護
予防サポーターの皆さんは、南光院などを回る約３㎞を、
ウオーキングをしながらごみ拾いを行いました。地域をき
れいにするとともに、健康づくりができるクリーンウオー
ク。この日は２袋ほどのごみが集められました。

心春の揚舟谷田川めぐり春の揚舟谷田川めぐり

休まる景色
　５月４日（祝）から、春の揚舟谷
田川めぐりが始まりました。
　運航期間は６月30日（日）までの
土曜日と日曜日です。午前９時か
ら午後３時まで、１日７便運航さ
れています。
　皆さんも川面をゆっくりと進む
揚舟で、ゆったりとした時間を過
ごしてみてはいかがでしょうか。

板いたくらまち魅力発見バスツアーいたくらまち魅力発見バスツアー

倉町の魅力をたっぷりと
　５月３日（祝）、渡良瀬遊水地を囲む市町のかたを対象と
した「いたくらまち魅力発見バスツアー」が行われました。
渡良瀬遊水地や雷電神社、髙鳥天満宮、揚舟、三県境、川
魚料理、イチゴ狩りなど盛りだくさんの内容で、参加した
かたからは「最高でした。楽しい一日になりました」とい
う感想をいただきました。

祝百寿者慶祝訪問事業百寿者慶祝訪問事業

１００歳
　荒
あら

井
い

テルさん（大字板倉）が１００歳を迎えられました。
荒井さんは日頃から、身の回りのことは自分で行い、洗濯
物を干すため、階段の昇降も問題ないそうです。また、健
康の秘訣は食事を腹８分目に抑え、間食はしないこと。飲
み物は朝に緑茶を飲み、それ以外は水だけに徹底している
ことだそうです。

近関東どまんなかサミット会議関東どまんなかサミット会議

隣首長が板倉町に集合
　５月24日（金）、県境に位置する隣接自治体が協力して魅
力ある圏域の形成を目指すことを目的に、第９回関東どま
んなかサミット会議が開催されました。今回は、「人と水と
の共生を求めて」をテーマに板倉ニュータウン販売セン
ターで板倉町の紹介と防災の取組について説明を行いまし
た。その後、海老瀬地区緊急避難場所を視察し、重要文化
的景観谷田川地区と髙鳥天満宮の見学を行いました。

左から加須市 萩原副市長、小山市 浅野市長、板倉町 栗原町長、古河市 針谷市長、
栃木市 大川市長、野木町 真瀬町長
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ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家　

三
松
亭
小
松

心
と
体
を
健
康
に

笑
っ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い

レポーター
広報編集委員

橋
はし

本
もと

玲
れい

子
こ

たけい　ゆうき　　　
板倉町在勤

昨年10月には人命救助に寄与
した功労を称え、町から感謝
状が贈呈されました。
最近では、防災士の資格を取
るなど、活躍の場を広げてい
ます。

きっかけは高校時代

　町内の金融機関に勤めながら、三
さん

松
しょう

亭
てい

小
こ

松
まつ

の名で高座に上がる武井さんが落
語を始めたきっかけは、高校１年生の時
でした。「君はいい声をしている」と和
太鼓部の部長から演奏会で司会を頼まれ
たことと、そしてその部長が落語をして
いたということでした。当時の夢はアナ
ウンサーであり、テレビでアナウンサー
が落語をやっていたので、挑戦してみた
いと思ったそうです。

落語研究会を立ち上げ

　大学入学後、落語好きな仲間を集め、
落語研究会を立ち上げました。インター
ネットで動画を見たり、プロのかたの落
語を見に行ったりして独学で学んだそう
です。また、楽しくわかりやすくを心掛
けながら部員たちへ指導もしていました。
学内だけではなく、県内外の介護施設な
どを訪問し、ボランティアで落語を披露

し、笑うことで元気になってもらいたい
と思っていたそうです。

落語とラジオ体操の二刀流

　現在は落語家としてだけではなく、１
級ラジオ体操指導士としても活躍してい
ます。高校１年生から３年間ラジオ体操
の講習を受け、資格を取りました。落語
家として公演の依頼が増えていくなかで、
落語で笑ってもらうだけではなく、ラジ
オ体操で健康になってくれたら、うれし
いと思うようになったそうです。昨年は
北部公民館でラジオ体操の歴史や効果的
な体の動かし方の講義後、みんなで体操
し、心と体をほぐしたうえで、落語を披
露しました。
　また板倉町での公演も予定していると
のことですので、みなさんも会場で思
いっきり笑って楽しんでみてはいかがで
しょうか。
　これからも武井さんの幅広い活躍を期
待しています。

武井祐樹さん

相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所  ４９－３７１６

果実加工品の
通販サイトに注意！
【事例１】
　ＳＮＳで広告を見たサイトで国
産のドライいちごを注文したが、
届いた商品は外国産で粒も広告に
比べて小さかった。業者に電話を
したが繋がらない。（６０歳代）

【事例２】

　ＳＮＳで広告を見たサイトで国
内の有名店の国産干し柿が６割引
きで出ていたので注文した。代引
きで届いたが、中身は外国産の偽
物だった。（７０歳代）

【ひとこと助言】
　通販サイトで国産果実を使用し

た加工品を注文したが、届いた商
品が外国産だったなどという相談
が寄せられています。このような
サイトは、商品の産地を偽る悪質
サイトの可能性があります。
　支払ってしまうと返金は非常に
困難です。サイト内に販売業者の
所在地や連絡先が表示されている
か、価格が異常に安くないか、日
本語が不自然でないかなどに注意
しましょう。
　支払いが代引きの場合、送り状
の「依頼人」を確認し、注文した
販売業者と違ったり、不審な点が
ある場合は、代金を支払わず、商
品の受け取りを拒否しましょう。
　不安に感じたり、困ったときは、
早めに消費生活センターにご相談
ください。

　令和６年４月分から令和７年３月分まで
の国民年金保険料は、月額１６，９８０円
です。保険料は、日本年金機構から送られ
る納付書により、金融機関・郵便局・コン
ビニで納めることができます。また、クレ
ジットカードやインターネットを利用して
の納付、便利でお得な口座振替もあります。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納
付期限までに納めていない場合、電話、書面、
面談により早期納付を促しています。未納
のまま放置されると、強制徴収の手続きに
よって督促を行い、指定された期限までに
納付が無い場合は、延滞金が課されるだけ
でなく、財産を差し押さえることがありま
すので、早めの納付をお願いします。
　所得が低いなどで納付が困難な場合は、
免除や猶予される制度がありますので、年
金事務所や町役場の国民年金窓口へご相談
してください。
※納付義務者は、被保険者本人、連帯して
納付する義務を負う配偶者および世帯主に
なります。

国民年金保険料は期限内に

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●
期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科
６月２日
（日）

まりレディスクリニック
７６－７７７５

多々良診療所
７２－３０６０

富士クリニックペインクリニック
２０－１９７１

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

６月９日
（日）

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

真中医院
７２－１６３０

田沼整形外科医院
８８－９２２３ －

６月16日
（日）

かさはら内科医院
５５－２５３７

神尾内科医院
７５－１２８８

高木整形外科（午前のみ）
６２－６６１１

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

６月23日
（日）

森下内科医院
７３－７７７６

藤原医院
８８－７７９７

井上整形外科医院
８２－１１３１ －

６月30日
（日）

加藤医院
８９－１０３１

堀越医院
７３－４１５１

ふじの木整形・内科クリニック
９１－４０７０ －

７月７日
（日）

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

明和赤ちゃんこどもクリニック※
８４－１１６６

明和セントラル病院
８４－１２３４

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

７月14日
（日）

おうら病院
８８－５６７８

うえの医院
７２－３３３０

館林市夜間急病診療所
７３－２３１３ －

７月15日
（祝）

はまだクリニック
８０－１１００

横田医院
７２－０２５５

慶友整形外科病院
４９－９０００ －

７月21日
（日）

たなか医院
６２－２８８１

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　館林保健福祉事務所 ７２－３２３０（平日午前８時30分～午後５時15分）
　 群馬県新型コロナウイルス感染症受診相談センター　 ０５７０－０７０－５６７（館林保健福祉事務所
の受付時間外）

◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡)

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　●内科系の※は、小児科のみとなります。
●受診前に必ず医療機関に電話で確認してください。　●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。
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　　可燃ごみ収集日(生ごみを含む)　　　資源ごみ収集日(古紙類・小型家電・容器包装プラスチック・ペットボトル・プラスチック)
　　かん・びん・危険物収集日

定
　

例
　

相
　

談

●
人
権
相
談

　

６
月
11
日　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

場
所　

中
央
公
民
館

●
行
政
相
談

　

６
月
11
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所　

中
央
公
民
館

●
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

６
月
11
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

場
所　

役
場
１
階
相
談
室
３

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

　

82
ー
６
１
３
１

●
農
地
相
談
（
要
予
約
）

　

６
月
24
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

82
ー
６
１
３
７

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会

　

82
ー
３
９
０
０

●
子
ど
も
の
相
談
（
要
予
約
）

　

ぱ
お
ぱ
お

　

６
月
19
日　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
成
長

　

６
月
20
日　

こ
と
ば
の
成
長

●
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

82
ー
３
７
５
７

●
ス
ト
レ
ス
・
こ
こ
ろ
の
相
談（
要
予
約
）

　

６
月
６
日
・
７
月
４
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
ふ
れ
あ
い
相
談
会
（
要
予
約
）

　

６
月
５
日

　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

　

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
第
二
係

　

72
ー
３
２
３
０

●
出
張
あ
ん
し
ん
介
護
相
談
会

　

６
月
13
日　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

場
所　

東
部
公
民
館

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口

　

各
公
民
館

　

休
館
日
を
除
く
毎
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 　

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送

2 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　

第47回町民ソフトボール
　大会（大蔵公園）

こあら学級
（保健センター）

住民健診（東部公民館）
女性のがん検診

（保健センター）
住民健診（東部公民館）
ふれあい相談会（館保）
水道料金口座振替日
　(3区～9区、10区の一部)
窓口延長（午後７時15分まで）

住民健診（東部公民館）
ストレス・こころの相談

（館保）
おはなし会（児童館）

住民健診（東部公民館）

住民健診（東部公民館）

9 10 　 11 　 12 　 13 　 14 　 15 　

第34回町民スポーツ
　フェスティバル
（板倉中学校体育館他）えいごであそぼう（児童館）人権相談（中央公民館）

行政相談（中央公民館）
法律相談（役場）

住民健診（北部公民館）
乳児健診（保健センター）
1歳児相談（保健センター）
窓口延長（午後７時15分まで）

住民健診（北部公民館）
女性のがん検診

（保健センター）
介護相談会（東部公民館）
おはなし会（児童館）

住民健診（北部公民館）
女性のがん検診

（保健センター）

自転車マナーアップデー
（毎月15日）

16 　 17 18 　 19 　 20 　 21 　 22 　

県民防犯の日（毎月16日）

女性のがん検診
（保健センター）

えいごであそぼう（児童館）

女性のがん検診
（保健センター）ぱおぱお（保健センター）

赤ちゃんレストラン
（保健センター）

０歳児童館（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

女性のがん検診
（保健センター）

ぱおぱお（保健センター）
おたのしみ広場（児童館）

１歳６カ月健診
（保健センター）

チャレンジ広場
（児童館）

23 　 24 　 25 　 26 　 27 　 28 　 29 　

女性のがん検診
（保健センター）

農地相談（役場）
えいごであそぼう（児童館）

高齢者交通安全日
（毎月25日）女性のがん検診

（保健センター）
子育て講習会 兼
　１・２歳児童館（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

ハピマタ講座
（保健センター）

おはなし会（児童館）

女性のがん検診
（保健センター）

30 7/1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　

こあら学級
（保健センター）

町県民税（普通徴収）1期
県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送

住民健診（保健センター）
窓口延長（午後７時15分まで）

住民健診（保健センター）
ストレス・こころの相談

（館保）

住民健診（保健センター）
水道料金口座振替日
(1区、2区、10区の一部、

　11区～15区)

2024 年
6 月

号  №
839

６

【定休日および休館日のお知らせ】
 各公民館　　　　月曜日および祝日
 海洋センター　　月曜日および祝日
 わたらせ自然館　月・火曜日および祝日の翌日
 文化財資料館　　月曜日(祝日・振替休日の場合開館し、火曜日休館）
 児童館　　　　　日曜日および祝日
 福祉センター　　土・日曜日および祝日

今月の表紙は「渡良瀬遊水地でのウインドサーフィン」です。


	202406_p1
	202406_p2-3
	202406_p4-7
	202406_p8-11
	202406_p12-13
	202406_p14-15
	202406_p16-17
	202406_p18

